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「
躁
鬱
症
」
を
病
ん
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
十
三
歳

年
下
の
弟
が
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
快
方
に
向
か
っ
て

い
て
、
日
常
生
活
で
は
ほ
と
ん
ど
問
題
が
な
い
が
、

社
会
生
活
の
面
で
は
孤
立
し
て
い
る
の
で
、
毎
日
メ

ー
ル
を
送
っ
て
、
様
子
を
確
認
し
て
い
る
。 

そ
の
返
信
の
大
部
分
は
、
空
メ
ー
ル
で
あ
る
が
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
期
間
中
、
女
子
カ
ー
リ
ン
グ
の
試

合
が
共
通
の
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
先
日
会
っ
た
時

に
、
カ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
単
純
で
あ
る
が
「
作
戦
」

が
複
雑
な
ゲ
ー
ム
の
こ
と
が
話
題
に
な
り
、
少
な
く

と
も
私
の
理
解
よ
り
正
確
な
の
で
感
心
し
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
と
解
説
を
つ
け
て
メ

ー
ル
を
送
っ
て
く
る
。
い
わ
ば
ふ
た
り
だ
け
の
世
界

で
あ
っ
た
が
、
女
子
カ
ー
リ
ン
グ
に
嵌
っ
て
い
た
。 

最
初
は
漠
然
と
見
て
応
援
し
て
い
る
だ
け
で
あ
つ

た
が
、
結
構
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
寒
い
地
域

で
盛
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
男
女
と
も
、
北
欧
系

す
な
わ
ち
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル

ウ
ェ
イ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス(

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド)

等
が
強
い
。
大
写
し
に
な
る
と
髪
の
毛
や
眼
の
色
も

良
く
判
る
。
こ
れ
ら
北
欧
系
諸
国
は
、
金
髪
・
碧
眼

の
中
心
地
域
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
結
構
、
濃
い
栗
髪
や
、
東
洋
系
と
見

ま
が
う
ほ
ど
の
黒
髪
選
手
も
い
る
。
そ
こ
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
有
名
選
手
の
写
真
を
調
べ
て
み
た
。
多

く
は
美
人
選
手
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
ロ
シ
ア
も
顔
立
ち
は
白
人
系

な
の
に
、
そ
の
半
数
が
黒
髪
ま
た
は
濃
い
栗
髪
で
あ

る
。
な
か
に
は
金
髪
ベ
ー
ス
な
の
に
長
く
伸
び
た
毛

の
部
分
だ
け
黒
髪
の
選
手
や
、
そ
の
逆
の
選
手
も
い

る
。
染
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

し
か
し
、
ど
う
や
ら
北
欧
中
心
部
は
み
ん
な
金
髪

と
思
い
混
ん
で
い
た
の
が
間
違
え
ら
し
い
。
調
べ
て

み
る
と
、
金
髪
は
劣
勢
遺
伝
、
栗
髪
が
優
性
遺
伝

で
、
金
髪
は
世
界
中
で
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
い

な
い
の
だ
そ
う
だ
。 

英
国
チ
ー
ム
の
代
表
イ
ブ
・
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド(

ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド)

も
ソ
チ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
か

ら
美
人
選
手
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
右
半
分
が

金
髪
で
そ
の
他
は
黒
髪
で
あ
る
。 

日
本
と
英
国
の
銅
メ
タ
ル
決
定
戦
の
時
、
日
本
の

ス
キ
ッ
パ
ー
藤
沢
五
月
の
ラ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
が
わ
ず

か
に
狂
い
、
敗
戦
を
覚
悟
し
た
瞬
間
が
あ
っ
た
。 

し
か
し
藤
沢
の
一
投
は
後
に
「
悪
女
の
誘
惑
」
と

言
わ
れ
る
微
妙
な
形
を
作
っ
て
い
た
。
普
通
な
ら
、

英
国
が
こ
こ
で
一
点
を
得
て
同
点
と
し
、
延
長
に
臨

む
の
が
常
道
で
あ
っ
た
が
、｢

誘
惑｣

に
誘
わ
れ
て
、

イ
ブ
・
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
は
自
ら
二
点
を
取
っ
て
こ
こ

で
試
合
を
一
気
に
決
め
る
強
硬
策
を
と
っ
た
。 

そ
れ
は
専
門
家
に
よ
る
と
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
な
ら
極

め
て
高
い
確
率
で
決
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
れ
が
痛
恨
の
ミ
ス
と
な
り
日
本
の
勝
利

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
女
の
黒
髪
部
分
が
日
本
に

銅
メ
タ
ル
を
恵
ん
で
く
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

か
く
し
て
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
と
も
に
、
弟
と

の
楽
し
か
っ
た
交
換
メ
ー
ル
も
終
わ
っ
た
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
(

新
井
宏) 

 

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

 

今
月
の
史
遊
サ
ロ
ン
は
予
定
通
り
第
三
土

曜
日
の
三
月
十
七
日
で
す
。
会
場
は
定
例
の

銀
座
ル
ノ
ア
ー
ル
八
重
洲
北
口
会
議
室
。 

な
お
、
五
月
の
史
遊
サ
ロ
ン
も
予
定
通
り

第
三
土
曜
日
の
五
月
十
九
日
で
す
。 

「
自
由
執
筆
」
に
つ
い
て
は
、
随
時
お
寄
せ

下
さ
い
。
「
埋
め
草
」
も
大
歓
迎
。 
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藤
沢
周
平
の
『
蟬
し
ぐ
れ
』
再
読 

諸 

橋 
 

奏 

 

時
代
小
説
作
家
藤
沢
周
平
は
昭
和
二
年(

一
九
二

七)

十
二
月
二
十
六
日
。
山
形
県
東
田
川
郡
黄
金
村

大
字
高
坂
字
楯
ノ
下
一
〇
三(

現
・
鶴
岡
市)

に
、
父

小
菅
繁
蔵
・
母
た
き
ゑ(

農
業)
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
兄
弟
は
姉
二
人
と
兄
で
、
後
に
妹
と
弟
が
出

生
。 代

表
作
の
一
つ
『
蟬
し
ぐ
れ
』
の
初
出
は
「
秋
田

魁
さ
き
が
け

新
報
」
昭
和
六
十
一
年(

一
九
八
六)

六
月
三

十
日
よ
り
の
連
載
で
、
そ
の
単
行
本
は
昭
和
六
十
三

年
五
月
文
藝
春
秋
刊
。
ま
た
後
日
、
巷
間
で
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
必
読
三
部
作
と
評
さ
れ
る
『
風
の
果
て
』
の

単
行
本
は
昭
和
六
十
年
一
月
朝
日
新
聞
社
刊
。『
三

屋
清
左
衛
門
残
日
録
』
の
単
行
本
は
平
成
元
年(

一

九
八
九)

九
月
文
藝
春
秋
刊
。 

『
蟬
し
ぐ
れ
』
は
作
者
五
十
九
歳(

昭
和
六
十
二

年
連
載
完)

の
作
品
。
三
部
作
が
文
春
文
庫
で
出
揃

っ
た
の
は
、
平
成
四
年
九
月
『
三
屋
清
左
衛
門
残
日

録
』
が
出
版
さ
れ
た
時
で
私
は
六
十
歳
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
生
活
も
終
り
に
近
い
頃
、
こ
の
文
庫
本
で
三
部

作
に
接
し
た
。 

昭
和
が
六
十
四
年(

一
九
八
九)

一
月
七
日
で
終
っ

た
時
、
藤
沢
六
十
一
歳
。
三
部
作
は
自
分
自
身
の
昭

和
史
の
集
大
成
的
作
品
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

因
み
に
『
日
本
の
歴
史
総
括
年
表
』(

週
刊
朝
日)

と
『
藤
沢
周
平
年
表
』(

朝
日
ビ
ジ
ュ
ア
ル
シ
リ
ー

ズ)

か
ら
昭
和
の
主
な
る
動
き
と
藤
沢
の
関
係
作
品

年
表
と
を
抜
萃
付
記
す
る
と 

１
９
２
６
（
大
正
15
・
昭
和
元
） 

 

12
月
、
大
正
天
皇
没(

12
・
25) 

昭
和
と
改
元 

１
９
２
７(

昭
和
２)

０
歳 

 

３
月
、
金
融
恐
慌 

(

藤
沢
周
平
誕
生
12
・
26) 

１
９
３
１(

昭
和
６)

４
歳 

 

９
月
、
満
州
事
変
は
じ
ま
る 

１
９
３
２(

昭
和
７)

５
歳 

 
３
月
、
満
州
国
建
国 

５
月
、
五
・
一
五
事
件 

１
９
３
６(

昭
和
11)

９
歳 

 

２
月
、
二
・
二
六
事
件 

１
９
３
７(

昭
和
12)

10
歳 

 

７
月
、
日
中
戦
争
は
じ
ま
る 

１
９
４
１(

昭
和
16)

14
歳 

 

12
月
、
英
米
に
宣
戦
布
告(
太
平
洋
戦
争
12
・
８) 

１
９
４
５(

昭
和
20)

18
歳 

 

８
月
、
広
島
に
原
爆(

６
日)

長
崎
に
原
爆(
９
日)

ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
受
諾
決
定(

14
日) 

(

敗
戦
８
・
15) 

１
９
４
６(

昭
和
21)

19
歳 

 

11
月
、
日
本
国
憲
法
公
布 

１
９
４
９(

昭
和
24)

22
歳 

 
(

３
月
、
山
形
師
範
学
校
卒
業
。
４
月
、
湯
田
川
中
学
校
へ
赴

任
。) 

１
９
５
０(

昭
和
25)

23
歳 

 

６
月
、
朝
鮮
戦
争
は
じ
ま
る(

６
・
25) 

１
９
５
１(

昭
和
26)

24
歳 

 
(

３
月
、
肺
結
核
が
発
見
さ
れ
入
院
、
療
養
。) 

１
９
５
２(

昭
和
27)

25
歳 

 

４
月
、
対
日
平
和
・
日
米
安
保
両
条
約
が
発
効 

 
(

日
本
、
主
権
を
回
復
４
・
28) 

１
９
５
３(

昭
和
28)

26
歳 

 
(

２
月
、
上
京
。
東
京
都
北
多
摩
郡
東
村
山
町(

現
・
東
村
山
市

恩
田
町)

篠
田
病
院
に
入
院
。
手
術
、
療
養
。) 

１
９
５
６(

昭
和
31)

29
歳 

 

12
月 

国
連
加
盟 

１
９
５
７(

昭
和
32)

30
歳 

 
(

11
月
退
院
、
練
馬
区
貫
井
町
に
居
住
。) 

１
９
５
９(

昭
和
34)

32
歳 

 
(

８
月
、
鶴
岡
市
の
三
浦
悦
子
と
結
婚
。) 

１
９
６
０(

昭
和
35)

33
歳 

 

６
月
、
新
安
保
条
約
自
然
承
認 

 
(

日
本
食
品
経
済
社
に
入
社
～
49
年
退
社
。) 

１
９
６
３(

昭
和
38)

36
歳 

 
(

２
月
、
展
子
生
ま
れ
る
。
10
月
、
悦
子
死
去
。) 

１
９
６
９(

昭
和
44)

42
歳 

 
(

１
月
、
江
戸
川
区
小
岩
の
高
沢
和
子
と
再
婚
。) 
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１
９
７
３(

昭
和
48)

46
歳 

 
(

７
月
17
日
、『
暗
殺
の
年
輪
』
が
第
69
回
直
木
賞
受
賞
。) 

 
１
９
７
５(

昭
和
50)

48
歳 

 
(

『
義
民
が
駆
け
る
』「
歴
史
と
人
物
」
八
月
号
よ
り
連
載
。) 

１
９
７
６(

昭
和
51)

49
歳 

 
(

11
月
、
練
馬
区
大
泉
学
園
町
に
転
居
。) 

１
９
８
０(

昭
和
55)

53
歳 

 
(

『
密
謀
』「
毎
日
新
聞
」
夕
刊
九
月
十
六
日
よ
り
連
載
。) 

１
９
８
３(

昭
和
58)

56
歳 

 
(

『
風
の
果
て
』「
週
刊
朝
日
」
十
月
十
四
日
号
よ
り
連
載
。) 

１
９
８
５(

昭
和
60)

58
歳 

 
(

『
三
屋
清
左
衛
門
残
日
録
』「
別
冊
文
藝
春
秋
」
一
七
二
号
よ

り
連
載
。) 

１
９
８
６(

昭
和
61)

59
歳 

 
(

『
蟬
し
ぐ
れ
』「
秋
田
魁
新
報
」
六
月
三
十
日
よ
り
連
載
。) 

１
９
８
９(

昭
和
64
・
平
成
元)

62
歳 

 

１
月
、
昭
和
天
皇
没(

１
・
７)^

平
成
と
改
元 

 

天
安
門
事
件 

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊 

 

こ
の
激
変
の
昭
和
が
藤
沢
作
品
の
背
景
に
あ
っ
た

が
、
藤
沢
の
場
合
は
更
に
、
肺
結
核
で
二
十
六
年
三

月(

二
十
四
歳)

か
ら
二
十
八
年
二
月
ま
で
鶴
岡
で
療

養
、
三
十
二
年
十
一
月(

三
十
歳)

ま
で
、
都
下
の
前

記
篠
田
病
院
で
の
入
院
療
養
生
活
で
あ
っ
た
。 

退
院
後
は
就
職
し
て
東
京
居
住
と
な
り
、
練
馬
区

貫
井

ぬ

く

い

町
、
北
多
摩
郡
久
留
米
町(

現
・
東
久
留
米
市

金
山
町)

等
を
経
て
、
終
の
住
処
は
練
馬
区
大
泉
学

園
町
で
あ
っ
た
。 

偶
西
武
沿
線
に
土
地
勘
を
も
つ
私
に
と
っ
て
藤
沢

は
関
心
の
あ
る
作
家
で
あ
っ
た
が
、
加
え
て
藤
沢
の

生
育
地
、
庄
内
鶴
岡
と
私
の
郷
里
長
岡
と
は
「
日
本

海
側
気
候
」「
城
下
町
」「
隣
接
し
て
酒
田
港
・
新
潟

港
」
な
ど
の
共
通
点
が
あ
り
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
文

化
や
気
質
・
感
性
を
理
解
で
き
る
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
く
、
藤
沢
も
ま
た
両
藩
の
関
係
に
少
な
か
ら
ず

関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
そ
の
作
品
か
ら
伺
い
知

る
こ
と
が
出
来
る
。 

『
密
謀
』
は
関
ヶ
原
の
合
戦
を
描
い
た
歴
史
長
編

で
、
そ
の
中
心
人
物
は
上
杉
景
勝
重
臣
・
智
将
直
江

な

お

え

兼
続

か
ね
つ
ぐ

。
そ
の
拠
城
与
板
城
は
、
新
潟
県
三
島
郡
与
板
町

与
板(

現
・
長
岡
市
与
板
町
与
板)

で
あ
り
、
藤
沢
の

連
載
最
後
の
『
漆
の
実
の
み
の
る
国
』
米
沢
藩
主
上

杉
鷹
山
を
描
い
た
作
品
へ
と
続
い
て
い
く
。 

ま
た
、『
義
民
が
駆
け
る
』
は
荘
内
藩
酒
井
家
と

長
岡
藩
牧
野
家
と
が
共
に
係
り
合
っ
た
事
件
「
三
方

領
地
替
え
」
を
取
り
扱
っ
た
作
品
。 

改
め
て
三
部
作
の
代
表
『
蟬
し
ぐ
れ
』
を
帯
文
か

ら
抜
萃
概
説
す
る
と 

主
人
公
牧
文
四
郎
十
五
歳(

後
の
郡
奉
行
・
襲
名

牧
助
左
衛
門)

は
、「
朝
、
川
の
ほ
と
り
で
蛇
に
咬
ま

れ
た
隣
家
の
娘(

小
柳
ふ
く
十
二
歳
、
後
の
藩
主
寵

愛
の
側
妾
お
福
さ
ま)

を
す
く
う
場
面
か
ら
は
じ
ま

る
物
語
。
舞
台
は
海
坂

う
な
さ
か

藩(

鶴
岡
が
モ
デ
ル
と
…)

。

清
流
と
木
立
に
囲
ま
れ
た
城
下
組
屋
敷
。
淡
い
恋
、

友
情
、
悲
運
と
忍
苦
。
ひ
と
り
の
少
年
藩
士
が
成
長

し
て
ゆ
く
姿
を
描
い
た
作
品
」(

解
説
・
秋
山
駿) 

当
作
品
の
諸
論
評
に
は
「
完
璧
な
純
愛
小
説
」

(

縄
田
一
男)

、「
新
し
い
時
代
小
説
」(

秋
山
駿)

、

「
優
れ
た
青
春
小
説
で
も
あ
り
、
教
養
小
説
の
王
道

を
行
く
作
品
」(

田
名
部
昭)

な
ど
多
数
が
…
…
。 

た
だ
藤
沢
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て
「
連
載
中
面
白

く
な
ら
ず
、
書
く
の
が
苦
痛
で
あ
っ
た
が
、
一
冊
の

本
に
な
っ
て
か
ら
自
分
で
も
少
し
は
読
み
ご
た
え
が

あ
る
小
説
に
な
っ
て
い
て
意
外
だ
っ
た
」
と
の
告
白

を
残
し
て
い
る(

田
名
部
昭)

。 

作
者
が
伝
え
た
い
こ
と
は
も
っ
と
他
に
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。 

藤
沢
は
こ
の
小
説
を
通
し
て
、
め
ざ
ま
し
い
科
学
・

技
術
の
進
歩
が
機
械
論
的
に
行
き
過
ぎ
、
わ
れ
わ
れ

の
社
会
全
体
が
抱
え
る
諸
々
の
危
機
を
も
た
ら
し
て

い
る
激
動
の
世
界
の
流
れ
に
対
し
、
時
代
が
変
わ
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
大
切
な
も
の
「
情
義

●

●

」
と
い
う

「
人
の
ふ
み
行
う
べ
き
正
し
い
道
」
が
あ
る
は
ず
で

あ
り
、
事
実
「
昭
和
」
の
日
本
に
は
色
濃
く
残
っ
て

い
た
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
『
蟬
し
ぐ
れ
』
に
託
し
て

「
平
成
・
日
本
」「
二
十
一
世
紀
・
世
界
」
に
発
信

し
た
の
で
は
…
…
、
私
の
独
り
善
が
り
で
あ
ろ
う

か
。 
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と
こ
ろ
で
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
た
平
成

も
、
三
十
一
年(

二
〇
一
九)

四
月
三
十
日
に
天
皇
の

退
位
と
決
定(

平
成
二
十
九
年
十
二
月
八
日
閣
議)

平

成
は
三
十
年
四
ヶ
月
で
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と
な
る
。 

平
成
二
十
九
年
は
た
ま
た
ま
藤
沢
没
後
二
十
年
、

六
十
歳
で
『
蟬
し
ぐ
れ
』
初
見
の
私
も
あ
っ
と
い
う

間
の
八
十
五
歳
老
。
そ
の
老
境
に
再
読
を
促
し
た
の

は
藤
沢
の
『
蟬
し
ぐ
れ
』
が
「
一
冊
の
本
に
な
っ
て

か
ら
読
み
ご
た
え
の
あ
る
小
説
に
な
っ
て
い
て
意
外

だ
っ
た
」
と
の
文
言
が
引
っ
掛
か
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。 

改
め
て
文
庫
版
『
蟬
し
ぐ
れ
』
を
手
に
し
た
。 

書
き
出
し
「
朝
の
蛇
」
は
、
組
屋
敷
裏
、
澄
ん
だ

小
川
の
流
れ
、
ひ
ろ
い
田
圃
…
…
の
風
景
。
少
年
牧

文
四
郎
は
、
に
い
に
い
ぜ
み
の
鳴
い
て
い
る
朝
の
光

の
中
、
小
川
で
顔
を
洗
い
、
身
体
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
た

そ
の
時
突
然
の
悲
鳴
が
。
隣
家
の
少
女
、
小
柳
の
ふ

く
が
蛇
に
嚙
ま
れ
た
の
だ
。
と
っ
さ
に
か
け
つ
け
た

文
四
郎
は
ふ
く
の
指
を
口
に
ふ
く
み
、
傷
口
の
血
を

吸
っ
て
救
け
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
。 

舞
台
と
な
る
穏
や
か
な
自
然
こ
そ
は
「
日
本
民
族

の
形
成
以
来
、
目
に
見
え
な
い
カ
ミ
の
働
き
と
し
て

崇
拝
し
て
き
た
〝
惟

神

か
ん
な
が
ら

の
道
〟
」
で
あ
り
そ
の
自

然
の
中
で
、
文
四
郎
は
無
心
に
「

禊
み
そ
ぎ

」
を
し
て
心

身
を
清
め
て
い
た
と
こ
ろ
、「
カ
ミ
の
使
い
の
ヘ

ビ
」
が
現
わ
れ
、
幼
な
じ
み
の
二
人
は
運
命
的
「
血

盟
の
約
束
」
を
結
ぶ
。
こ
の
早
朝
の
情
景
が
実
は
当

小
説
の
構
成
の
全
て
を
暗
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

続
く
「
夜
祭
り
」
も
作
者
は
意
図
が
あ
っ
て
の
小

見
出
し
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
神
社
は
日
本
固
有
の

神
道
の
カ
ミ
を
ま
つ
る
と
こ
ろ
で
、「
カ
ミ
ま
つ
り
」

は
「
禊
・

祓
は
ら
え

」
と
共
に
神
道
の
最
も
重
要
な
儀
礼

で
あ
り
、
カ
ミ
は
自
然
で
あ
り
、
自
然
は
情●

で
あ

る
。 し

か
し
全
く
突
然
に
二
人
は
過
酷
な
「
黒
風
白

雨
」
の
人
生
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
る
。
文
四
郎
の

敬
愛
す
る
養
父
・
助
左
衛
門
が
藩
内
の
世
継
ぎ
争
い

に
連
座
「
私
の
欲
で
は
な
く
、
義ぎ

の
た
め
に
」
切
腹

を
命
じ
ら
れ
る
。
遺
体
を
ひ
く
文
四
郎
の
重
い
車
に

駆
け
て
来
た
ふ
く
は
「
文
四
郎
に
よ
り
そ
っ
て(

中

略)

一
心
な
力
を
こ
め
て
梶
棒
を
ひ
い
て
い
た
」
。
情●

義●

の
日
本
的
世
界
観
で
は
じ
ま
る
こ
の
作
品
は
更
に

慈
悲
と
い
う
東
洋
的
世
界
観
へ
と
展
開
し
て
い
く
。 

若
い
二
人
は
不
条
理
な
運
命
の
「
闇
を
闘
う
」
こ

と
と
な
る
。 

「
人
間
苦
の
世
界
」
と
の
戦
い
。
が
、
文
四
郎
に

は
幸
い
な
こ
と
に
打
ち
込
む
こ
と
が
。
昼
間
は
私
塾

で
中
国
の
聖
賢
の
述
作
「
経
書
」
を
学
び
、
昼
過
ぎ

か
ら
は
一
刀
流
道
場
に
通
う
日
常
が
あ
り
、
二
人
の

親
友
に
も
恵
ま
れ
、
不
遇
感
を
振
り
払
う
べ
く
修
行

に
励
む
。 

そ
し
て
石
栗
道
場
空
鈍
流
の
秘
剣
「
村
雨
」
を
伝

授
さ
れ
る
こ
と
に
。 

伝
授
者
の
加
治
織
部
正

お
り
べ
の
し
ょ
う(

先
代
藩
主
の
末
弟
で

元
首
席
家
老)

は
「
ゆ
っ
く
り
と
秘
剣
村
雨
の
一
ノ

型
に
構
え
た
。(

中
略)

織
部
正
の
右
手
の
木
剣
は
八
双

の
位
置
で
天
を
指
し
て
い
た
が
、
左
腕
は
軽
く
前
方
に

の
び
て
何
か
の
舞
の
型
に
見
え
た
。」
こ
の
「
何
か
の
舞

の
型
に
」
と
は
多
分
、
東
南
ア
ジ
ア
の
上
座
部
仏
教

や
ブ
ッ
ダ
自
身
の
教
え
が
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
る
精
神

集
中
の
実
践
と
し
て
の
瞑
想
訓
練
法
で
、
ヨ
ー
ガ
や

禅
に
つ
な
が
る
瞑
想
の
秘
伝
「
手
動
瞑
想
・
歩
行
瞑

想
」
由
来
の
武
道

●

●

に
お
け
る
心
身
統
一
の
法
で
あ
ろ

う
。「
文
道

●

●

・
経
書
」
も
「
秘
剣
」
も
、
東
洋
的
・

日
本
的
な
一
つ
の
完
成
さ
れ
た
「
知
」
の
修
得
に
繋

が
る
も
の
。
後
日
、
こ
の
伝
授
さ
れ
た
秘
剣
の
「
受●

け●

の
太
刀
」
で
文
四
郎
は
お
福
さ
ま
が
襲
撃
さ
れ
た

事
件
と
自
身
が
刺
客
に
襲
わ
れ
た
事
件
の
二
度
、
間

一
髪
の
窮
地
を
切
り
抜
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ

っ
た
。 

文
四
郎
と
ふ
く
の
幼
な
じ
み
が
組
屋
敷
で
別
れ
て

か
ら
、
通
称
文
四
郎
が
郡
奉
行
牧
助
左
衛
門
と
な

り
、
ふ
く
が
城
奥
の
支
配
者
お
福
さ
ま
に
な
る
ま
で

の
間
の
二
人
の
人
生
は
生
命
が
け
の
も
の
で
あ
っ

た
。 そ

れ
は
ま
さ
し
く
ブ
ッ
ダ
の
教
え
通
り
「
生
き
て

い
る
以
上
、
避
け
ら
れ
な
い
苦
」「
八
苦
」
で
あ
っ
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た
。
就
中
「
愛
別
離
苦

あ

い

べ

つ

り

く(

愛
す
る
人
、
好
き
な
人
と

は
い
つ
か
別
れ
が
待
っ
て
い
る)

」「
怨
憎
会
苦

お

ん

ぞ

う

え

く(

嫌

な
こ
と
、
嫌
い
な
人
と
も
顔
を
合
わ
せ
る)

」
で
あ

っ
た
。 

そ
し
て
、
時
は
流
れ
て
二
十
余
年
、
さ
き
の
藩
主

が
病
死
し
、
一
周
忌
を
前
に
髪
を
お
ろ
し
、
尼
に
な

る
と
決
意
し
た
お
福
さ
ま
と
助
左
衛
門
の
久
久
の
再

会
。「
次
々
と
押
し
寄
せ
る
切
な
い
記
憶
に
後
押
し

さ
れ
、
二
人
は
長
い
間
秘
め
て
い
た
思
い
を
遂
げ

る
」。
お
福
の
「
あ
り
が
と
う
文
四
郎
さ
ん
。
こ
れ

で
、
思
い
残
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
最
後

の
言
葉
。「
蟬
し
ぐ
れ
が
助
左
衛
門
を
つ
つ
ん
で
来

た
」。 

こ
の
結
末
、
こ
の
文
章
は
、
構
成
力
・
文
章
力
抜

群
の
作
家
藤
沢
周
平
以
外
出
来
な
い
離
れ
技
と
い
う

し
か
言
葉
が
な
い
清
ら
か
な
仕
上
が
り
で
、
こ
れ
が

い
つ
ま
で
も
読
み
継
が
れ
る
鍵
で
あ
る
と
い
っ
て
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 

  

附(

つ
け
た
り) 

 

蛇
足
な
が
ら
、
こ
の
清
ら
か
な
結
末
の
作
品
『
蟬

し
ぐ
れ
』
の
「
読
み
ご
た
え
」
の
因
っ
て
来
る
所
以

を
独
断
と
偏
見
で
付
記
す
る
と 

藤
沢
が
逆
境
の
中
で
、
本
人
が
意
識
し
た
か
し
な

い
か
に
か
か
わ
ら
ず
体
得
し
た
人
生
観
に
因
る
も
の

で
あ
ろ
う
。 

ま
ず
第
一
は
日
本
民
族
の
形
成
以
来
、
そ
の
風
土

の
中
で
歴
史
的
年
月
を
経
て
醸
成
さ
れ
た
「
所
産
」

で
あ
る
民
族
の
智
の
世
界
「
惟

神

か
ん
な
が
ら

の
道●

」
具
現
す

れ
ば
「
自
然
」
更
に
判
り
易
く
表
現
す
れ
ば
自
然

の
所
産
で
あ
る
日
本
的
「
人
情
と
義
理
」
の
世
界

観
で
あ
る
。 

次
は
同
様
な
各
々
の
民
族
の
、
そ
し
て
各
々
の
風
土

の
所
産
、
中
国
三
千
年
の
精
神
史
で
あ
る
「
経
書
」
中

ん
ず
く
「
儒
教(

学)

」・「
道
徳
」・「
人
の
ふ
み
行
う
べ

き
道
」
で
あ
る
。 

ま
た
同
じ
く
東
洋
的
な
智
、
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
、
ア

ジ
ア
に
広
ま
っ
た
「
仏
教(

道)

」・「
智
恵(

般
若)

と
慈

悲
」。 藤

沢
周
平
の
『
蟬
し
ぐ
れ
』
は
東
洋
の
宗
教
性
が

色
濃
い
人
生
小
説
で
あ
っ
た
。「
再
読
に
思
う
」
で

あ
る
。 

  

〈
主
な
る
参
考
・
引
用
文
献
〉 

『
蟬
し
ぐ
れ
』
藤
沢
周
平
、
文
春
文
庫 

『
風
の
果
て
・
上
下
』
藤
沢
周
平
、
文
春
文
庫 

『
三
屋
清
左
衛
門
残
日
録
』
藤
沢
周
平
、
文
春
文
庫 

『
密
謀
・
上
下
』
藤
沢
周
平
、
新
潮
文
庫 

『
義
民
が
駆
け
る
』
藤
沢
周
平
、
講
談
社
文
庫 

『
直
江
兼
続
』
童
門
冬
二
、
集
英
社
文
庫 

『
藤
沢
周
平
の
本
』
別
冊
宝
島
編
集
部
編 

『
藤
沢
周
平
の
世
界
・
蟬
し
ぐ
れ
』
朝
日
新
聞
社 

『
藤
沢
周
平
の
世
界
・
藤
沢
周
平
の
魅
力
』
朝
日

新
聞
社 

『
ト
ラ
ン
ベ
ー
ル
・
藤
沢
周
平
「
蟬
し
ぐ
れ
」
を

旅
す
る
』(

２
０
０
５
・
10) 

『
和
英
対
照
仏
教
聖
典
』
仏
教
伝
道
協
会 

『
図
解
日
本
仏
教
と
宗
派
』
宝
島
社 

『
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
・
仏
教
伝
来
』(

１
９
９
０
・
11) 

『
古
典
百
名
山
』
大
澤
真
幸
が
読
む 

西
田
幾
多
郎

「
善
の
研
究
」(

朝
日
新
聞
社
29
・
12
・
17)
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出
雲
大
社
再
考
（
一
七
） 

 
空

中

神

殿

の

謎

（

１

） 

 
巨
大
柱
出
土
と
金
輪
造
営
図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
上 

邦
治 

  

出
雲
大
社
最
大
の
謎
は
、
社
伝
に
本
殿
の
高
さ
を

「
上
古
三
二
丈
（
九
六
㍍
）、
中
古
一
六
丈
（
四
八

㍍
）、
そ
の
後
八
丈
（
二
四
㍍
現
本
殿
）」
と
伝
え
る

が
、
は
た
し
て
真
実
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
さ
す
が
に
一
〇
〇
㍍
近
い
木
造
建
築
は
、
現
代

の
技
術
で
も
不
可
能
と
大
林
組
で
は
断
定
し
て
い

る
。
問
題
は
戦
前
よ
り
論
争
が
続
い
て
い
る
中
古

（
奈
良
、
平
安
期
）
に
、
五
〇
㍍
近
い
神
殿
が
存
在

し
た
か
で
あ
る
。 

 

平
成
一
二
年
四
月
末
各
紙
一
面
大
見
出
し
で
、
過

っ
て
出
雲
大
社
で
、「
高
層
本
殿
」「
巨
大
神
殿
」

「
天
空
神
殿
」
が
実
在
し
た
と
報
じ
た
。
こ
れ
は
大

社
町
教
育
委
員
会
が
『
巨
大
な
本
殿
跡
を
発
見
』
と

す
る
「
幅
六
㍍
と
四
㍍
の
柱
穴
を
発
掘
、
こ
の
柱
穴

に
は
一
・
三
五
㍍
の
柱
三
本
を
一
本
に
束
ね
た
直
径

三
㍍
柱
の
根
本
部
分
が
遺
存
し
て
お
り
、
平
安
時
代

末
頃
の
巨
大
な
本
殿
跡
の
一
部
と
判
断
し
た
」
と
の

発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
千
家
国
造
家
に
伝
わ

る
巨
大
本
殿
の
平
面
図
「
金
輪
造
営
図
」
の
柱
構
そ

の
も
の
で
あ
る
と
し
、「
大
規
模
本
殿
が
実
際
に
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
」
と
付
け
加

え
た
。 

 

こ
の
発
表
に
は
、
高
さ
に
は
一
切
触
れ
て
い
な
い

が
、
出
土
土
師
器
か
ら
「
平
安
期
」（
社
伝
の
中

世
）
の
も
の
、
偽
図
と
の
説
も
あ
っ
た
「
金
輪
造
営

図
」
と
同
じ
三
本
の
柱
を
金
輪
で
束
ね
た
巨
大
柱
の

発
掘
、
二
つ
の
柱
跡
か
ら
「
本
殿
幅
は
一
七
㍍
（
現

本
殿
一
一
・
六
㍍
）」
と
み
ら
れ
る
、
と
あ
れ
ば
高

層
神
殿
の
実
在
は
間
違
い
な
い
、
と
し
て
報
道
し
た

の
で
あ
る
。 

 

「
金
輪
造
営
図
」
は
一
八
世
紀
末
千
家
俊
信
が
本

居
宣
長
に
入
門
し
た
時
、
千
家
家
に
伝
わ
る
も
の
と

し
て
、
本
居
宣
長
に
み
せ
、
宣
長
の
『
玉
勝
間
』

で
、
高
層
神
殿
の
証
拠
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
三
本

の
大
木
を
金
輪
で
束
ね
て
正
殿
を
支
え
、
引
橋
の
階

段
の
長
さ
は
一
町(

一
〇
九
㍍)

と
記
さ
れ
、
社
伝
の

上
古
三
二
丈
、
中
古
一
六
丈
の
本
殿
が
こ
の
図
に
よ

り
実
在
し
た
証
拠
と
さ
れ
流
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 
発
掘
さ
れ
る
十
年
前
か
ら
、
一
六
丈
の
本
殿
復
元

を
建
築
専
門
家
の
立
場
か
ら
調
査
分
析
し
、
百
分
の

一
の
模
型
と
そ
の
検
討
過
程
を
纏
め
出
版
し
た
大
林

組
は
、
こ
の
発
掘
を
手
放
し
で
喜
び
、
歴
史
的
に
証

明
さ
れ
た
と
し
て
、
二
か
月
後
増
補
版
を
出
し
、
建

築
大
手
と
し
て
の
実
力
を
誇
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

  

そ
の
後
四
年
を
か
け
て
科
学
的
な
建
造
年
代
の
調

査
が
さ
れ
た
。
土
師
質
土
器
は
出
雲
地
域
編
年
に
照

ら
し
、
一
二
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀
代
と
さ
れ

た
。 

 

炭
素
14
に
よ
る
年
代
測
定
は
国
立
歴
博
に
依

頼
、
大
穴
の
心
御
柱
は
一
一
九
七
～
一
二
二
五
年
、

宇
豆
柱
は
一
二
一
五
～
四
〇
年
と
さ
れ
た
。
柱
直
下

か
ら
出
土
し
た
木
の
葉
は
同
じ
測
定
法
で
名
古
屋
大

に
依
頼
、
一
二
四
二
～
八
〇
年
の
可
能
性
大
と
さ
れ

た
。
ま
た
年
輪
年
代
測
定
を
奈
良
文
化
財
研
究
所
へ

依
頼
、
残
存
最
外
年
輪
は
一
二
二
七
年
と
確
定
さ
れ

た
。 

 

こ
れ
ら
年
代
か
ら
「
鎌
倉
期
宝
治
二
年
（
一
二
四

八
）
正
殿
式
遷
宮
時
の
本
殿
跡
」
と
判
断
さ
れ
た
。 

 

こ
の
結
果
、
期
待
さ
れ
た
発
掘
当
初
の
平
安
期
＝

金
輪
造
営
図
＝
高
層
神
殿(

一
六
丈)

は
否
定
さ
れ
、

八
丈
の
高
さ
（
正
殿
方
式
）
の
遺
構
で
あ
っ
た
。 

 

す
で
に
鎌
倉
期
で
は
、
当
地
は
「
た
た
ら
」
が
盛

ん
で
大
木
を
得
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
永
久
二
年(

一
一
一
四)

造
営
は
「
寄
木
の

造
営
」
と
呼
ば
れ
、
大
木
百
本
が
海
上
か
ら
寄
せ
、

そ
れ
で
造
営
し
た
と
す
る
言
い
伝
え
が
あ
る
が
、
他

国
か
ら
調
達
し
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
為
八
丈
の
本
殿
を
建
立
す
る
の
さ

え
、
金
輪
を
使
用
し
、
八
丈
の
高
さ
を
維
持
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
行
橋
（
階
段
）
一
町
も
一
二

世
紀
末
の
作
成
絵
図
「
出
雲
大
社
神
郷
図
」
に
は
描

か
れ
て
い
な
い
。
一
町
と
い
う
と
境
内
を
占
拠
し
て

し
ま
う
長
さ
で
あ
り
、
誇
張
で
あ
ろ
う
。 

 

結
局
大
発
見
と
報
道
さ
れ
た
遺
構
は
、
空
中
本
殿

で
は
な
か
っ
た
。
謎
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
こ
の
項
つ
づ
く
） 
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